
協栄産業株式会社

本体棟と付属棟に分けて集計をとりたい

「躯体区分」を使用すると、本体棟と付属棟、あるいは店舗部分と住居部分など、
１つの積算物件の中で、複数の区分に分けて集計をとることができます。

１. 区分名称を登録する。

ここでは下図のように、本体棟と付属棟に分けて集計する例で説明します。

①「物件概要」ー「材料設定」タブの「躯体区分設定」ボタンをクリックします。
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②躯体区分名称設定画面が表示されるので、集計を分けたい区分名称を入力し、
　左端にチェックを付けます。

※延床面積、延べ容積の入力は任意です。

２．伏図上の交点や通り芯の各スパンに対し、区分の初期値を設定します。

①通り芯タブの「区分基本設定」をクリック。

②区分基本設定画面が表示されます。

この画面での拡大、縮小、スクロールの
操作は、伏図自体の操作と共通です。
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画面の説明

③「区分設定」ボタンをクリックします。

④設定したいエリアを矩形領域で選択します。

⑤選択した範囲が赤く強調表示されるので、右クリックで確定します。

X2Y1の交点に配
置される独立基礎
や柱の区分の既定

X2Y1-２間に配置され
る梁や壁の区分の既定

X１、X2、Y1、Y2に
囲まれた面に配置され
る床や礎版の区分の既

1点目ｸﾘｯｸ

2点目ｸﾘｯｸ
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⑥区分ID設定画面が表示されるので、区分コードに２（付属棟）を入力し、OKをクリックします。

⑦指定した領域の区分の既定値が変更されます。

⑧階を切り替え、各階ごとに③～⑦の処理を行います。

※階コピーの機能は、階切替画面と同様に
使用できます。

ここまでの設定で、区分ごとに集計を出力することができるようになります。
もし、一部にこの設定通りでないものがある場合は、次の「プロパティで個別に設定」を
行ってください。
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３．プロパティで個別に設定

各部位のプロパティ画面には、必ず「躯体区分」の入力欄があります。
ここで入力した躯体区分が最優先となります。

（柱の場合） （梁の場合）

また、複数の部材や異なる部位の躯体区分に、まとめて設定することもできます。

①部材編集タブの「躯体区分ID設定」をクリックします。

②対象部位で、例えば、全部位を選択します。
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③まとめて設定したい領域を矩形選択します。

④選択範囲の部材が赤く強調表示されるので、右クリックで確定します。

⑤区分ID設定画面が表示されるので、区分コードに設定したい区分コードを入力し、
　OKをクリックします。

1点目ｸﾘｯｸ

2点目ｸﾘｯｸ
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各帳票が本体棟、付属棟、総合計に分かれて出力されます。

※総合計は、「帳票出力指示」画面で、「躯体区分合計印刷」にチェックをつけると出力されます。
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